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会員に関する規程 
 

（目 的） 

第１条 この規定は、公益財団法人日本鳥類保護連盟（以下「この法人」という。）定款第 

４８条第２項の規程に基づき、この法人の会員について必要な事項を定める。 

 

（会  員） 

第２条 会員はこの法人の趣旨に賛同し、後援する個人、企業あるいは団体とする。 

 

（会員の種類及び年会費） 

第３条 この法人の会員は、個人会員及び法人会員で構成する。 

２ 個人会員は次のとおりとする。 

  (1) 個人正会員とは、年額５，０００円の会費を納入する個人。 

  (2) 家族会員とは、個人正会員、特別支援会員の家族で年額１,０００円の会費を納 

入する個人。ただし、生計を一にする家族とする。 

   (3) 特別支援会員とは、年額１０，０００円の会費を納入する個人。 

(4) 学生会員とは、年額３，０００円の会費を納入する児童・生徒、学生等。ただし、

学生資格を失った時点から、個人正会員に移行するものとする。なお、学生会員は

入会時及び毎年の会費支払い時に学生証等学生会員としての資格を証明できるも

のを提示するものとする。 

 

３ 法人会員は、1口（年額２０，０００円）以上の会費を納入する企業あるいは団体。 

４ 年会費の有効期間は 4月 1日から 3月 31日とする。 

 

（入  会） 

第４条 この法人の会員になろうとする者は、氏名、住所等の必要事項を記入した入会申 

込書を提出し、第３条に定める年会費に代わり、それと同額の入会金を納入することによ

り、随時入会することができる。 

 

（退  会） 

第５条 退会を希望する者は、この法人に対して申し出を行うことにより、随時退会する 

ことができる。なお、退会の申し出についての方法は問わないものとする。 

 

（会員の特典） 
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第６条 この法人の会員は、次の特典を受けることができる。 

 (1) 刊行する機関誌の受領。 

 (2) 会員証、バッジ（新入会時のみ）、野鳥シート（新入会時のみ）の受領。 

 (3) 野鳥等のふれあい及び環境保全に係わる各種情報の入手及び相談。 

 (4) 一部の商品の割引。 

  (5) 会員専用ウェブサイトの閲覧。 

 

（会員の留意事項） 

第７条 会員は、以下のことに留意するものとする。 

 (1) 会員は、入会時に登録した名称、所在地、電話番号等の変更を行った場合は、速やか

に申し出ること。 

 (2) 会費については、当該年度分を４月末までに納入すること。 

 (3) この法人の名誉を傷つけたり、信用を失墜させるような活動は行わないこと。 

 

（会員資格の喪失） 

第８条 会員は、次の事由によりその資格を失う。 

 (1) 第５条に定める退会手続きを行ったとき。 

 (2) 会費を１年間滞納したとき。 

(3) 第７条第３号に関して、会長が重大な影響があると認めたとき。 

  

（会費の不返還） 

第９条 既納の会費については寄付金として扱い、原則これを返還しないものとする。 

 

（会員の情報保護） 

第１０条 この法人は、会員に関する個人情報について守秘義務を負い、会員名簿等は、一

切公開しない。ただし、会員にとって利益となる事項の情報提供については、会員の承諾

を得て公開することができる。 

 

（改 廃） 

第１１条 この規程の改廃は、理事会の決議を経て行う。 

 

附則 

   この規程は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律並びに公益社団法人及び公

益財団法人の認定に関する法律第 106 条第 1 項に定める公益法人の設立の登記の日か
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ら施行する。 

  平成 27年 12月 22日改定 

  平成 28年 6月 9日改定 

  平成 31年 3月 22日改定（改定か所は別紙） 

  令和 2年 3月 25日改定 

   第３条第２項、第６条については令和 2年 3月 25日より実施する。 

 


